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貸付決定までの流れ
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※手続き等の時期は変更になる場合があります。
【凡例】

岩手県・医療局

東北大学

岩手医科大学

医療局・市町村

医療局

貸与候補生の申込・書類審査

貸与候補生の申込・書類審査

貸付申込
※4月中旬まで申込受付

面接(盛岡市内)
※３月末と４月中旬の２回実施

4・5月分貸与金振込(5月頃)
※以降毎月振込

4・5月分貸与金振込（5月頃）
※以降毎月振込

4・5月分貸与金振込（5月頃）
※以降毎月振込

書類審査・貸与候補生決定

貸与候補生決定通知

貸付申請(正式)(入学式)

貸付決定

貸付手続説明会(面談)

出願申込

出願申込

地域枠特別推薦入試

合格発表・入学手続

地域枠特別入試1次・合格発表 出願申込

第一次選考結果発表・
受験票発送

第二次選考実施・合格発表
入学手続

大学入試共通テスト

医学部合格

地域枠特別入試2次・合格発表

貸付決定

・岩手県医師修学資金
   （岩手医科大学地域枠A）
・医療局医師奨学資金
   （岩手医科大学地域枠B）

・医療局医師奨学資金
   （産婦人科特別枠・一般枠）
・市町村医師養成修学資金
   （一般枠）

・医療局医師奨学資金
   （岩手医科大学地域枠C）
・市町村医師養成修学資金
   （岩手医科大学地域枠D）

・医療局医師奨学資金
   （東北大学地域枠入試）

〈参考：岩手医科大学医学部地域枠A・B・C・Dに係る入学手続時学納金（諸会費含む）〉

金額

学校推薦型選抜地域枠 一般選抜地域枠

A B C D

200万円
（入学後、別途740万円を納入）

（一括）940万円
（分納）5９0万円

（一括）940万円
（分納）5９0万円

納入
期限 12月上旬 2月上旬

（一括）940万円
（分納）5９0万円

2月上旬

A: 初年度貸与金振込
（4月末日）※以降毎年振込

貸付申請(正式)(入学式)

貸付決定

貸付手続説明会(面談)

貸付申請(正式)(入学式)

貸付決定

貸付手続説明会(面談)

B: 4・5月分貸与金振込
（5月頃）※以降毎月振込
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地域医療への熱い思い。その未来への歩みを応援します。

［いわて］医学生奨学金の活用を！

岩 手 県

計55名を
募集します！
一定期間の県内公的病院勤務
により、返還が免除されます。

3種
類の
奨学金で

Q1：岩手県出身者でなければ奨学金を借りられないのですか？

A1：岩手県出身者のみを対象とした奨学金は、岩手医科大
学地域枠Ａ【県医師修学資金】と東北大学地域枠【医
療局医師奨学資金】の 2 種類で、それ以外の奨学金に
ついては、県外出身者も利用できます。

Q2：2 年生から新たに奨学金を受けることができますか？

A2：市町村医師養成修学資金や医療局医師奨学資金（産婦人
科特別枠・一般枠）では申込み可能です。

Q3：申請をすれば必ず貸与を受けることができますか？

A3：岩手医科大学地域枠Ａ・Ｂ・Ｃ・Dについては、奨学金
貸与候補生の決定を受けていることが、地域枠入試の受
験資格要件となります。候補生として大学の試験に合格
すれば、奨学金の貸与予定者となり、その後面接のうえ、
貸与を決定します。（候補生として不採用となった場合は、
貸与を受けることはできません。）
東北大学地域枠については、貸与候補生の決定はなく、
大学の試験に合格すれば、奨学金の貸与予定者となり、
面接のうえ、貸与を決定します。
その他の奨学金については、医学部に合格後申請を行い、
貸与者との面接のうえ貸与の可否が決定されます。応募
状況等によっては、貸与が受けられない場合もあります。
＊詳しい手続きの流れについては、次ページをご覧ください。

Q4：連帯保証人の要件はありますか？

A4：連帯保証人は独立の生計を営む者が 2 名必要です。うち
１名は本人の父、母、親権者又は後見人、もう 1名は岩
手県に住所のある者であることが原則となります。詳細は
個別に御相談ください。

Q5：他の奨学金や貸付金との併用は可能ですか？

A5：返還免除条件の中に医師としての就業先や期間が定めら
れていない奨学金や貸付金（日本学生支援機構など）で
あれば可能です。詳細は個別に御相談ください。

Q6：留年した場合の貸付けはどうなりますか？

A6：留年した場合、県医師修学資金と市町村医師養成修学資金で
は、原則その年度についての貸付けを受けることができませ
ん。ただし、留年の翌年度以降に進級された場合は貸付けを
再開します。医療局医師奨学資金では医学部在籍中は貸付け
を行いますが、その分義務履行※1期間も長くなります。

こんな場合は？

Q7：初期臨床研修先の病院は指定されるのですか？

A7：臨床研修については、原則として、岩手県内で行ってもら
いますが、臨床研修先となる病院は、医師臨床研修マッチ
ング協議会が実施している研修医マッチング（組み合わせ
決定）により決定します。
※奨学金養成医師の研修先の決定方法については、国の制度改正により
変更となる場合があります。
※臨床研修を県外で行った場合は、その期間を義務履行の猶予期間（6
年間）から減ずることになります。Q8参照

また、初期臨床研修先は医師臨床研修マッチング協議会が実
施している研修医マッチング（組み合わせ決定）により決
まります。（奨学金養成医師の研修先の決定方法については、
国が制度見直しを検討しており、今後、変更となる場合が
あります。）

Q8：岩手医大や県外の施設又は大学院で研修を行うことができ

ますか？

A8：大学卒業後は、原則として岩手県内の病院で勤務していた
だきますが、6年間を限度に義務履行を猶予し、ご自身の
キャリア形成のために県外の病院での勤務や大学院で勉強
することができます。
なお、猶予期間中においても貸付金額に年率 9％の利息相
当額が加算されます。

Q9：義務履行期間に専門研修を行うことができますか？

A9：義務履行対象施設である県内の公的基幹病院であれば可能 
です。ただし、義務履行対象施設以外（大学病院や県外の
病院）での研修は義務履行の猶予手続きをした上で行うこ
とができます。※Q8を参照

Q10：妊娠、出産等により勤務を中断しなければならない場合は、

どうなりますか。

A10：義務履行中の産前産後休暇については、勤務期間とみなさ
れ義務履行期間に算入しますが、育児休業については、義
務履行期間としてみなしません。

Q11：卒業後は岩手県職員として勤務するのですか？

A11：義務履行先の医療機関の職員としての勤務となりますので、
県立病院であれば県（医療局）職員ですが、市町村 の医療
機関であれば市町村職員となります。

Q12：勤務先は自分で決められますか？

A12：勤務先については、医師の希望とキャリア形成に配慮しな
がら、地域医療体制の確保を考慮しつつ、奨学金養成医師
配置調整会議で決定し、任命権者が指定する勤務先で勤務
します。なお、原則、中小病院に２年間、県北・沿岸の病
院に２年間勤務する必要があります。（裏面参照）

※ 1義務履行
貸付資金の返還等の免除を受けるため、公的病院等で従事すること。

岩 手 県
岩 手 県 保 健 福 祉 部 医 療 政 策 室
〒020-8570　岩手県盛岡市内丸10 -1
TEL.019-629-5427　FAX.019-626-0837

12月上旬



医療局医師奨学資金岩手県医師
修学資金

岩手医科大学
地域枠C

岩手医科大学
地域枠D※4

岩手医科大学
地域枠B

東北大学
地域枠

産婦人科
特別枠 一般枠

一般枠 一般枠

一般枠

市町村医師養成修学資金

岩手医科大学
地域枠A

15名

岩手県出身者

特別推薦入試

440万円/年

410万円 760万円

3,050万円

8名

東北出身者

特別推薦入試

30万円/月

ー

2,160万円

5名

制限なし

特別入試

30万円/月

ー

2,160万円

2名

岩手県出身者

特別入試

20万円/月 20万円/月

ー

1,440万円

2名

制限なし

各大学の
入試方式による
40万円/月
（私立のみ）

ー

2,880万円

8名

制限なし

各大学の
入試方式による
国立 20万円/月
私立 30万円/月

国立1,440万円
私立2,160万円

ー

11年間 9年間※3

（県内での2年間の臨床研修を含む）
9年間※3

（県内での2年間の臨床研修を含む）

7名

制限なし

特別入試

2,200万円

9年間※3 6年間※3

ー

20万円/月

8名

制限なし

各大学の
入試方式による

1,440万円

岩手県保健福祉部
医療政策室

TEL:019-629-5427

岩手県医療局医師支援推進室
TEL:019-629-6352

岩手県国民健康
保険団体連合会 保健介護課

TEL:019-623-4324

奨学金名

区分

定員

出願者の出身地

入試方式

貸与額

入学一時金

6年間合計

返還免除に係る
義務履行期間

申込み
・

問い合わせ先

［いわて］医学生奨学金のあらまし

［いわて］医学生奨学金等の特長
1 多様な奨学金で修学をサポート!

2 義務履行とキャリアアップの両立が可能!

★大学や入試方法に対応した奨学金を3種類（8区分）用意していますので、出身地や貸与金額など、自
分の条件に合った奨学金を選ぶことができます。
●岩手医科大学地域枠Ａ：国立大学並みの負担で修学できる貸与金額が魅力です。
●医療局医師奨学資金（産婦人科特別枠）：地域枠Aに次ぐ貸与金額で、産婦人科医を目指す学生を支援しています。
●市町村医師養成修学資金（岩手医科大学地域枠Ｄ）： 入学一時金で入学時の経済的負担を軽減できます 。

★義務履行中であっても、専門医の資格や学位を取得するため、義務履行対象施設以外の大学や県外医療
施設で、通算6年間まで研修（義務履行を猶予）することができます。
★医師不足が深刻な産婦人科もしくは小児科を専攻した場合には、義務履行の全期間を通じて、地域周産期母子
医療センター（公的基幹病院）で勤務することができるほか、岩手医科大学地域枠Ａについては、１年間を限度
に総合周産期母子医療センター（岩手医科大学）での研修を義務履行として認定するなど、専門医としてのキャ
リア形成を支援しています。

3 仕事と育児の両立をしっかりサポート!
★主たる義務履行先となる岩手県立病院では、院内保育所や育児短時間勤務制度など、子育てをしながら勤務す
る女性医師をサポートする充実した支援制度が整っているので、仕事と育児を両立することが可能です。

※1　地域枠とは、医師の不足や偏在を解消することを目的に実施している大学医学部の入試制度と連動している奨学金制度です。地域枠奨学金の貸与を受けて医師となった者については、医療法の規定に
基づき、義務履行の際に、岩手県が定める「キャリア形成プログラム」が適用されます。

※2　東北医科薬科大学医学部修学資金枠B方式での入学者に対する貸与額は20万円/月となります。 
※3　義務履行期間は貸付期間に応じて変更となることがあります。
※4　岩手医科大学地域枠Dは、診療科に制限があります。（総合診療科、小児科、産婦人科）

県内での2年間の
臨床研修を含む

県内での2年間の
臨床研修を含む

県内での2年間の
臨床研修後

※2

地域枠※1 地域枠※1

キャリア形成を応援するいわての奨学金

キャリアアップの段階に対応した岩手県の取組

市町村医師養成修学資金
医療局医師奨学資金

岩手県
医師修学資金
（岩手医大地域枠A）

■義務履行中に学位（修士号）を取得する場合

県内
基幹病院※1

（3年間）

❶

大学院で
研究に専念
（２年間）
【猶予】

臨床研修＋❶+❷＋❸ ＝ 9年間勤務、猶予期間を２年取得

県内
基幹病院※1

（2年間）

❶

中小病院※3

（2年間）

❸

中小病院※3

（2年間）

❷

大学病院で
専門研修
（1年間）

基幹病院
+

中小病院
診療応援
（2年間）

❷

基幹病院
or

中小病院
（3年間）

❹

基幹病院
or

中小病院
（2年間）

❸

臨床研修+❶+❷+❸＋❹ ＝ 11年間勤務、猶予期間を1年取得
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医師を育てる、医師としてのスタートを支援する取組 キャリアアップ支援を図る取組 臨床研修指導体制の充実を図る取組

▲奨学生サマーセミナー ▲研修医合同オリエンテーション ▲臨床研修指導医講習会

サマーガイダンス、
サマーセミナーの開催

研修医合同オリエンテーション、
レジデントスキルアップセミナーの開催 

奨学金制度や地域医療につ
いての理解を深めてもらうと
ともに、先輩医師や奨学生
同士の交流を図っています。

臨床研修を進めるうえで必
要な知識や基本的な手技等
の習得、診療能力のレベル
アップを支援しています。

・臨床研修指導医講習会
・指導医ファカルティ・ディベロップメント

充実した研修プログラムを提供
するため、臨床研修医の指導に
あたる指導医の資質向上を図っ
ています。

・専門研修プログラムの指導体制の充実
・「岩手県医師支援調整監」によるキャリア形成支援

県立病院長を歴任した経験豊富な「岩手県医師支援調整監」
が、専門医の資格取得などキャリア形成に関する相談等に対
応するとともに、医療機関や大学との調整を通じて、義務履行
とキャリアアップの両立を支援しています。

医学生
（奨学金貸与）
■研修先の検討
■医師としての将来像

免許取得～2年目
（臨床研修2年間）

3～5年目 6～8年目 9年目

※義務履行期間の対象外

社会人大学院

大学院養成期間 初期臨床研修

指導医専門医専門研修

〈義務履行例〉

〈義務履行例〉

医師・予備校職員による講演、医学生・研修医とのフリートー
ク等を内容とするセミナーを例年8月に開催しています。高校
生の皆さんの参加をお待ちしています！（開催については高校
を通じて案内）

高校生のための医学部進学セミナーを
開催しています！

※1 義務履行対象施設で勤務しながらの大学院通学や義務履行対象施設での専門研修（❶の勤務）は、義務履行期間に算入されます。
※2 県北・沿岸部の公的医療機関で２年間勤務する必要があります。
※3 専攻診療科によらず、基幹病院以外の公的医療機関（中小病院）で2年間勤務する必要があります。
※4 市町村医師修学資金（一般枠）の場合は❶で2年間、❶+❷+❸=6年間となります。

•キャリア形成の観点から多くの症例を経験
できる基幹病院に配置
•中小病院勤務に対応するため、各基幹病院
において、総合診療スキル習得研修を実施

専門スキルの維持・向
上のため、週１日は基
幹病院や大学での研修
機会を確保

【猶予】

専門研修プログラムの履修

学
位（
修
士
号
）取
得社会人大学院への通学

県北・沿岸部※2

県北・沿岸部※2

中小病院では、患者さんとの
距離が近く、患者さんから
頼りにされることが多いです。

 また、「病気」ではなく「人」を診る力
（総合的診療能力）を養うことができ、

こうした経験が医師としての
自信ややりがいにつながります。

経験が浅いうちから
多くの症例を

経験することができ、
キャリア形成に有利となります。

■義務履行中に専門研修を行う場合

※4

●岩手医科大学附属病院勤務「医療局医師奨学資金」

　病気やケガをしたときに、必要で十分な治療が受けられること。これは、私達が生活するうえで、とても大切で、

とても基本的なことの一つです。そして当たり前のことですが、医師をはじめとして医療に携わる様々な専門家が

地域にいて、初めて可能となります。

　このため、県や市町村では、大学で医学を学ぶ皆さんの負担を軽減し、一人でも多くの方に医師になって岩手で活

躍してもらうため、昭和 25 年から奨学生を募集してきました。これは、国内でも有数の歴史を持つもので、こ

れまで約 1,400 名の方々がこの奨学金を利用し、医師になって地域医療を支えてきました。

　現在、貸付を行っている 3つの奨学金は、募集時期や貸付額などの細かい違いはありますが、いずれも医師に

なった後、県内の公的病院（県や市町村の医療機関）などに一定期間勤務していただくことで、奨学金の返還

が免除となるものです。

　県では、これらの奨学金のほか、医師になった後のキャリアアップや育児休業等に応じた様々な支援を行っ

ています。

　ぜひ、医師となる夢を実現し、岩手の地で未来への一歩を踏み出してみませんか？

岩手の医療に あなたの力を！

　　奨学金を利用した先輩たちからのメッセージ

玉田紳治（たまだ　しんじ）さん　北上市出身　岩手医科大学医学部卒

「やりがいある仕事で地元に貢献したい」

　子どもの頃の通院と入院がきっかけで、医師という仕事に興味を持ち

始めました。後に曽祖父が亡くなったとき、地域に根ざした医療で中長期的

に患者さんに向き合える医師になりたいと考えました。この制度を利用

して夢への一歩を踏み出せたので、日々、「県民の期待を背負って学ばせ

ていただいている」という自覚を持って暮らしています。感謝の気持ちを

忘れることなく研鑽を積み、患者さんに寄り添う医師となって県民の皆様

に恩返しがしたいです。

「患者さんに寄り添う医師を目指します」

下権谷萌衣（しもごんや もえ）さん　滝沢市出身

●岩手医科大学医学部学生 「岩手県医師修学資金」

［いわて］医学生奨学金は、
「医師になりたい」という夢の実現を応援します。

　開業医である父から「いい仕事だよ」と聞いていました。実際に自分が

患者さんと接し、手術をして、入院・治療を終えた患者さんが元気になっ

て退院していく姿を見ると、非常にやりがいを感じると同時に、常に勉

強し続けていかなければと思います。医師として働きながら岩手に貢献で

きたらと考えていたので、この制度を利用しました。奨学金を借りたのだ

から、しっかり勉強し、地元の医療に少しでも貢献できればという気持ちは、

よりモチベーションになると思います。（2023年1月時点）

（2023年1月時点）




